
甲斐国分尼寺　金堂跡

発掘調査

上空から見た講堂跡(手前)・金堂跡(奥)

　
今
回
の
笛
吹
市
探
訪
で
は
、
一
宮
町
に

あ
る
甲
斐
国
分
尼
寺
跡
（
か
い
こ
く
ぶ
ん
に

じ
あ
と
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
甲
斐
国
分
尼
寺
跡
は
、
国
分
寺
と
と
も

に
天
平
13
年
（
西
暦
７
４
１
年
）
に
聖
武
（
し

ょ
う
む
）
天
皇
の
詔
（
み
こ
と
の
り
）
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
国
分
尼
寺
は
女
性
の
た
め
の
お
寺
で
、

聖
武
天
皇
の
后
（
き
さ
き
）
で
あ
っ
た
光
明

皇
后
（
こ
う
み
ょ
う
こ
う
ご
う
）
の
希
望
で

建
て
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
光
明
皇
后
は
、
大
宝
元
年
（
７
０
１
年
）

に
藤
原
不
比
等
（
ふ
じ
わ
ら
の
ふ
ひ
と
）
の

３
番
目
の
娘
と
し
て
産
ま
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
同
い
年
の
聖
武
天
皇
が
ま
だ
皇
太

子
だ
っ
た
時
代
に
結
婚
し
、
即
位
し
た
後

に
皇
后
に
な
り
ま
し
た
。

　
皇
后
は
深
く
仏
教
を
信
仰
し
て
お
り
、

東
大
寺
の
大
仏
や
国
分
寺･

国
分
尼
寺
の
建

設
は
、
皇
后
が
天
皇
に
す
す
め
た
も
の
で

あ
る
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
貧
し
い
人
に
施
し
を
行

う
た
め
の
施
設
「
悲
田
院
（
ひ
で
ん

い
ん
）
」
や
医
療
施
設
で
あ
る
「
施

薬
院
（
せ
や
く
い
ん
）
」
を
設
置
す

る
な
ど
、
光
明
皇
后
は
今
で
言
う

社
会
福
祉
事
業
も
行
い
ま
し
た
。

　
奈
良
に
あ
る
法
華
寺
は
、
皇
后

の
父
親
で
あ
る
藤
原
不
比
等
の
屋

敷
を
寺
と
し
た
も
の
で
、
全
国
の

国
分
尼
寺
の
中
心
と
さ
れ
ま
し
た
。

今
も
残
る
本
尊
の
十
一
面
観
音
菩

薩
像
は
、
皇
后
の
姿
を
写
し
た
も

の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
甲
斐
国
分
尼
寺
跡
は
、
国
分
寺

跡
の
北
側
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の

位
置
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
１
８

０
メ
ー
ト
ル
四
方
の
中
に
南
門
・

中
門
・
回

廊
・
金
堂
・

講
堂
な
ど
が
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
分
寺
と
違
い
、

塔
は
建
て
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
中
心
部
に
は
、
当

時
の
建
物
の
柱
を
支

え
て
い
た
礎
石
（
そ

せ
き
）
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
場
所

は
周
辺
の
畑
よ
り
一

段
高
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
寺
院
の
中
で

も
特
に
重
要
な
建
物

は
、
基
壇
（
き
だ
ん
）

と
い
う
土
を
盛
り
上
げ
た
壇
の
上
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
場
所
に
は
２
つ

の
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
て
、
南
側
が
仏

像
を
ま
つ
っ
た
金
堂
跡
、
北
側
は
尼
僧
が

修
行
を
行
っ
た
講
堂
跡
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
寺
跡
の
北
側
で
は
多
数
の
竪
穴
（
た
て
あ

な
）
住
居
跡
群
が
見
つ
か
り
、
「
法
寺
」
「
花

寺
」
な
ど
の
文
字
が
書
か
れ
た
土
器
が
出

土
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
国
分
尼
寺
の
正

式
名
称
で
あ
る
「
法
華
滅
罪
之
寺
（
ほ
っ
け

め
つ
ざ
い
の
て
ら
）
」
を
省
略
し
た
も
の
で

す
。
こ
う
し
た
竪
穴
住
居
跡
に
は
寺
院
の

建
設
の
た
め
に
働
き
に
来
た
人
た
ち
が
住

ん
で
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
稲
山
ケ
ヤ
キ
の
森
連
絡
会
（
八
代
町
）
」

と
「
稲
山
ほ
た
る
銀
河
の
会（
八
代
町
）」
の

共
同
企
画
で
、
葦（
あ
し
）を
利
用
し
た
ラ
ン

プ
笠
作
り
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

■
日
時

　
４
月
29
日（
水
）

　
受
付
　
午
前
８
時
30
分�

■
場
所

Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
八
代
南
部
共
選
場

（
八
代
町
岡
３
４
８
）

■
参
加
費

　
１
０
０
円（
イ
ベ
ン
ト
保
険
代
含
む
）

※
小
学
生
未
満
　
無
料�

■
持
ち
物
・
服
装

○
あ
れ
ば
手
バ
サ
ミ
か
剪
定（
せ
ん
て
い
）バ

サ
ミ

○
作
業
が
で
き
る
服
装
・
手
袋

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
受
付
期
間

　
４
月
１
日（
水
）〜
24
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
八
代
支
所

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
１

　「
さ
く
ら
の
森
」に
は
、
50
種
類
の
桜
が
美

し
く
咲
い
て
い
ま
す
。
桜
を
観
察
し
て
写
真

を
撮
っ
た
り
、
桜
を
植
え
た
り
し
て
、
春
の

一
日
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
撮
影
し
た
写
真
は
講
師
が
講
評
し
、

管
理
事
務
所
ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま
す
。

■
日
時

４
月
５
日（
日
）

受
付
　
午
前
９
時
30
分

開
催
　
午
前
10
時
〜
12
時

※
雨
天
の
場
合
は
室
内
で
植
物
・
写
真
教
室

に
な
り
ま
す
。

■
集
合
場
所

　
森
林
公
園
金
川
の
森
「
さ
く
ら
の
森
」

　
Ｐ
５
駐
車
場

■
定
員
　
30
人

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
カ
メ
ラ

　
森
林
公
園
金
川
の
森
で
は
、
花
と
緑
が
い

っ
ぱ
い
の
公
園
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。�

�

　
来
園
の
記
念
に
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
を
植
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
参
加
者
に
は
花
の
苗
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

■
日
時

４
月
29
日（
水
）�

午
前
10
時
〜
12
時

受
付
は
、
そ
の
都
度
行
い
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
30
日
に
延
期

■
集
合
場
所

森
林
公
園
金
川
の
森「
ど
ん
ぐ
り
の
森
」芝

生
広
場

■
定
員
　
40
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）２
８
０
５

一緒に笠作りを体験しませんか

桜に誘われて出かけてみませんか


